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特別金利定期貯金

今年1年の
感謝を込

めて

冬のキラめきキャンペーン
対象期間
令和
7年 

令和
7年 11月4日火～ 12月30日火まで 3年定期（複利型） 1年定期（単利型）

0.95％ 0.85％
0.40％ 0.30％

（税引き後0.757％）
年

（税引き後0.677％）
年

（税引き後0.318％）
年

（税引き後0.239％）
年

適用
金利

適用
金利

適用
金利

適用
金利すでにお預入れいただいている

ご資金の場合（定期性貯金を除く）
組合員および同居のご家族

新たにご入金・お持ちいただいた
ご資金の場合

組合員および同居のご家族

●自動継続後の適用利率は継続日当日のスーパー定期貯金（預入期間3年・1年）の店頭表示金利となります。
●個人のお客様のみを対象とします●新規お預け入れ資金は①他金融機関より現金・他店券により持ち込まれた資金②他金融機関より振り込まれた資金③ボーナス
（賞与）資金④農産物販売代金⑤共済金満期金・返戻金⑥定期積金満期金（中途解約金は除く）を対象とします（なお②～⑥は令和7年9月1日以降に持参された資金、
または振り込まれた資金が対象です）●預入金額は20万円以上となります●預入の契約と同時に組合員加入の申し込みをする場合も組合員として認めます●満期日
以後の利息は解約日または書替継続日における普通貯金利率により計算します●金利情勢により、適用金利を予告なく変更させていただく場合があります●本商品の
取扱いは予告なく中止する場合があります●詳しくはお近くの支店にお問い合わせ、またはホームページをご覧ください。

適用
金利

お問い合わせ ☎0558-22-0319下 田 北 支 店
☎0557-95-1211稲 取 支 店
☎0558-62-0305竹 麻 支 店
☎0558-52-0036仁 科 支 店

☎0558-22-0814  下 田 支 店
☎0557-23-1255 熱 川 支 店
☎0558-42-0119松 崎 支 店

☎0558-22-0861白 浜 支 店
☎0558-32-0303河 津 桜 支 店
☎0558-62-0511南 中 支 店
☎0558-55-0236宇 久 須 支 店 

伊豆農業研究センター 公開デー 伊豆農業研究センター 公開デー 
第17回 

　伊豆農業研究センターでは、日頃の試験研究成果を広く県民の皆さまに
お知らせするため、公開デーを開催します。当日は、施設の一部を一般
開放すると共に各種研究成果の展示、新しいカンキツ類の試食（食味
調査）を行います。

日  時
場  所

内  容

令和8年2月23日（月・祝） 9:30～15:00
静岡県農林技術研究所 伊豆農業研究センター　
（賀茂郡東伊豆町稲取3012）
1研究施設（温室、ほ場）の公開
2試験研究新技術展示
   ・研究員による講演(詳細は後日ホームページで発表)
   ・研究成果の動画上映、パネル展示
   ・ワサビ、花きの育成品種展示
3カンキツ類新品種の試食【予約制】※
開始時間 10:00/10:30/11:00/11:30/13:00/13:30

静岡県農林技術研究所

※試食会は30分ごとに最大15人/回で実施します。
　参加希望者は２/13(金）までに下記の申込フォームかＦＡＸで申し込みください。
　様式は自由で、氏名と連絡先（緊急連絡用です）、希望時間を記載してください。
　（団体での参加は代表者の必要事項と人数を記載）
※詳細な内容は、ホームページに掲載しますので確認ください。
※農産物の販売は行いません。

伊豆農業研究センター 
【電 話】 0557-95-2341
【FAX】 0557-95-0533 

お問い合わせ先・参加申し込み先

ホームページ 申込フォーム

トラクターや刈払機・電動農具などの
展示・予約販売を行います。

場所日時 12月14日（日）9:00～12:00
河津桜支店
駐車場

松崎支店 ☎ 0558-42-0119お問い合わせ

無料相続セミナーのご案内
セミナー終了後、
個別相談による
財産診断も
お受けします。

日時 12月 5日（金）
13:30～15:00（相談セミナー）
15:00～15:30（個別相談）

場所 松崎支店 2階 会議室

内容 相続事例から見る財産診断重要性

同時開催

ガス器具
展示会

　お正月飾りに使っている果実は、ミカンではなく「橙」です。
「ダイダイ」という名は「代々」に通じ、家族がダイダイ繁栄するようにという願いが込められています。実際に
ダイダイの果実は、木に長く残り続け、年を越しても落ちないことから、長寿や家系の繁栄の象徴とされています。
伊豆太陽地区でも1970年代から栽培が始まり、市場や仲介業者へ出荷されています。
　鮮やかな橙色と豊かな香りは、神様を迎えるための清らかなしるしです。新しい年の始まり、家族の健康と
幸せを願って飾られるお正月飾り。その中に使われるダイダイは、自然と文化が織りなす日本の美しい風習を
象徴するひとつです。

ダイダイ

だいだい

船津 義吉さん
ふなつ　    ぎよし

もうすぐ

　お正月
♪

お正月によく見る
こちらがダイダイです

お飾りと イダイダイ

ダイダイ
  ダイスキ♪
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雨でも
しっかり遠足♪

シャイン
マスカット郷土料理の

ほうとうを堪能
皮をむいて
食べるもよし

一房を
分け合って

おいしいぶどうの
見分け方を教わる

　女性部伊豆太陽地区本部は9月・10月、
山梨県へ「ふれあい遠足」に行きました。
ブドウ狩りやワイン工場見学などを行い
秋の味覚や郷土料理も楽しみました。

女性部遠足
みんな真剣

最後の縛りが
難しい

シャインマ
スカットの

後でも、ほう
とうは別腹

器用な二人

20個
ゲット

18個
ゲット

楽しかった遠足の最後
に記念撮影

貯蔵庫見学 樽貯蔵庫

ワイン試飲 こちらはジュース試飲

丘みどりさんに
ニューサマーオレンジと

わさびの加工品を
プレゼント丘みどりさん丘みどりさん

コンサート2025

年金友の会 会員イベント

　当JAで年金受給・年金予約をいただいている
皆さまを対象に「年金友の会 会員イベント丘みどり
コンサート2025」が管内7会場で開催されました。
10月10日の下田市民文化会館には、922人が来場
しました。
　丘さんは澄んだ歌声でジャンルを超えた曲目を
披露し、来場者を魅了しました。来場されたお客さま
からは「楽しかった」「感動した」など多くの喜びの声が
聞かれました。
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令和7年度は
歌謡ショーを開催

イベントへご優待

特典 4

金利上乗せされた
定期貯金・定期積金の
商品をご用意しております。

お得な専用貯金商品

特典 3

※応募者多数の場合は、抽選とさせて
いただきます。

お誕生日月前後に届くハガキを
窓口にご持参いただくと

プレゼントを進呈いたします！

お誕生日プレゼント

特典 1

JAで公的年金を受給され、
指定期間にご来店いただいた方に
プレゼントをご用意いたします！

※数に限りがございます

年金感謝ウイーク

特典 2

詳しくはお近くの店舗または地区金融課へお問い合わせください。

©よりぞう

　河津農産加工所は9月27日・28日、三島市のイトーヨー
カドーで開催された、県内外のお弁当やスイーツなどの
おいしい食べものが集結した「富士山周辺うまいもの展」に
出店し、わさびやニューサマーオレンジの加工品をPRし
ながら販売しました。会場には多くの来店客が訪れ、試食で
商品のおいしさを実感していただきました。
　特に「わさび漬け」は人気を集め、「おいしい」との声と
ともに、たくさんの方に購入され、特産品の味を広める貴重な
機会となりました。

　伊豆太陽葬祭センターは10月5日、メモリアル吉佐美で
思い出の品を供養する「人形・ぬいぐるみ供養祭」を開催し、
下田市や南伊豆町、河津町などから183軒約3,000体の
人形やぬいぐるみなどが持ち込まれました。参列者は
思い出を胸にお焼香を行いました。また、会場では、河津
農産加工所の加工品やお弁当の販売が行われ、にぎわいを
みせました。
　お預かりした供養料は、地域貢献事業の一環として、10月
15日に下田市社会福祉協議会へ全額寄付しました。

　伊豆太陽地区本部は10月18日、群馬県沼田市のJA利根
沼田本店で行われた「沼田市農業まつり」に参加し、当地区
特産のわさび漬けやニューサマーオレンジくずきりなどの
加工品を販売しました。沼田市と下田市は姉妹都市として
以前から交流を続けていて、お互いの農業祭に参加し、
特産品をPRしています。
　3月7日に開催する「伊豆太陽地区農業祭」の地区本部
会場ではJA利根沼田の特設ブースを設け特産品を販売する
予定です。ぜひご来場ください。
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　南中支店、竹麻支店、南伊豆営農経済センターは9月30日、
1支店1協同活動の一環として下田市立大賀茂小学校で取り
組んでいる稲作活動に参加しました。5月に田植えを行った
稲の収穫時期を迎え、児童たちと一緒に稲刈りをしました。
学年ごとに作業を分担し、職員と一緒に刈った稲を束ね、
稲架掛けまで手際よく進めました。地域の未来を担う子ども
たちに、農業の魅力と食の大切さを伝えることができました。
　児童たちは収穫したお米を、おにぎりにしたり餅つきを
して食べるのを楽しみにしていました。

は さ

小学生と一緒に
稲刈り

JA利根沼田の
農業まつりに参加

topics topics

topics

感謝を込めて
思い出の品とお別れ

topics

富士山周辺
うまいもの展でPR

年金のお受け取り口座をJAに変更しませんか？
年金友の会は会員特典がいっぱい！！
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